
          

          子どもの成長 6          
  眩しい太陽が照りつける季節ですが、皆様いかがお過ごしでしょうか。 

今月は工務部・林大貴が担当します。長男が小学校へ入学し、早くも初めての夏休みを迎えてい 

ます。夏休みといえば、大量の宿題を最終日の 8 月 31 日になって泣きながら必死にやっていたこ 

とを思い出します。現在の夏休みの宿題事情はというと、長男の小学校では１年生の宿題でプリ 

ント 20 枚程度と自主学習で市販のドリルなどをやってくださいという程度になり、自由研究や読 

書感想文などの定番のように思えるものは選択課題として、どれか１つに取り組みましょうとい 

う形になっているようです。私たちが経験してきた量からするとそんなものかと思ってしまいま 

す。宿題の量が少なくなった理由として言われているのが、「子どもが自由に学ぶ」ことを重視す 

ることと、働き方改革で教職員の負担軽減のためだとされています。宿題を作るのも、確認する 

のにもかなりの労力を取られてしまうことへの配慮もあるようです。実際に夏休みの宿題だけで 

なく、普段の宿題から採点は家庭でやってくださいと案内もありました。私たちの仕事も時代の 

変化に合わせ、様々な方法でより良い住まい作りに日々精進してまいります。 


